
 
 

TOP/TOE 継続研鑽(CPD)認定プログラム 名古屋開催(A01.(5)18 単位) ・ 福島開催(A01.(5)14 単位) 

 

一般社団法人 交通工学研究会 

ラウンドアバウトマニュアル講習会 
 

 

数多くの利点を持った平面交差部の形式であるラウンドアバウト(RAB)の計画・設計・運用に関するわが国初の技

術指針として，平成28年4月に(一社)交通工学研究会より「ラウンドアバウトマニュアル」が発行されました。本講習会

では，RABの特徴や機能，適用条件などの基本事項から，設計の考え方や手順，交通安全対策に至るまで，RAB

の整備運用を進めるために必要な内容を網羅して解説します。また，名古屋開催ではケーススタディを，福島開催

では聴講者と講師の双方向対話形式によるラウンドテーブルミーティング(RTM)をそれぞれ行い，これらを通して

RABの計画設計から安全対策に至るまでのポイントを一日で網羅することができます。交差点改良や交通安全対策，

災害に強く魅力的なまちづくりを推進する行政担当者や設計技術者，交通技術者をはじめ，研究者や学生の方々

も奮ってご参加ください。 

 

■開催日と会場： （講習開始30分前より受付開始） 

・名古屋開催 日時： 平成29年9月29日（金） 10:30～16:30 

会場： 名古屋工業大学講堂ホールNITech Hall （名古屋市昭和区御器所町） 

JR中央線・名古屋市営地下鉄鶴舞駅から徒歩10分弱 

・福島開催 日時： 平成29年12月11日(月) 13:30～18:00 

会場： 福島市子どもの夢をはぐくむ施設こむこむ館1F・わいわいホール 

（福島市早稲町1-1） JR福島駅東口徒歩3分 
 

■主  催： 一般社団法人 交通工学研究会 
 

■後援：国土交通省，警察庁，一般社団法人 建設コンサルタンツ協会(予定)，ラウンドアバウト普及促進協議会 
 

■参加費：交通工学研究会 特別会員・正会員7,560円，学生会員 2,160円，一般9,720円（いずれも消費税含む） 
 

■テキスト： 「ラウンドアバウト マニュアル」をテキストとして使用しますので，既にお持ちの方は必ずご持参ください。 
本講習会の参加申込と同時にテキストの購入申込をし，当日会場でテキストを受け取る場合は，特別価格
3,402円（税込）でご購入いただけます。 

 

■プログラム（案） ※プログラム及び講師は変更の場合もございますので予めご了承願います。 

9/29(金)   名古屋市 12/11(月)  福島市 

10:30-10:35 開会の辞 (主催者) 13:30-13:35 開会の辞 (主催者) 

10:35-10:50 講演 (警察庁交通規制課) 13:35-13:45 講演 (警察庁交通規制課) 

10:50-11:05 講演 (道路局道路交通安全対策室) 13:45-13:55 講演 (道路局道路交通安全対策室) 

11:05-11:55 解説 1.序論，2.RAB の適用条件 13:55-14:25 解説 1.序論，2.RAB の適用条件 

11:55-13:10 休憩(昼食) 14:25-15:25 解説 3.RAB の幾何構造設計 

13:10-14:20 解説 3.RAB の幾何構造設計 15:25-15:40 休憩 

14:20-14:50 解説 4.交通運用及び交通安全施設 15:40-16:00 解説 4.交通運用及び交通安全施設 

14:50-15:05 休憩 16:00-16:15 全体質疑(RTM でも対応) 

15:05-15:45 RAB のケーススタディ 16:15-17:50 ラウンドテーブルミーティング(RTM) 

グループ別テーブル双方向対話形式 15:45-16:25 全体質疑 

16:25-16:30 閉会の辞 (主催者) 17:50-18:00 総括・閉会の辞 (主催者) 
 

■申込方法：申込書はファックス又はメールにて手続き願います。メールでお申し込みされる場合は、下記参加申込書を
参 考 に 必 要 事 項 を 記 載 の 上 、 メ ー ル タ イ ト ル を 「 ラ ウ ン ド ア バ ウ ト マ ニ ュ ア ル 講 習 会 申 込 」 と し
eventrab@jste.or.jp宛に送信ください。折り返し、当会より受講票及び請求書をお送りいたします。 

※お申込後、本人が止むを得ない理由により参加できなくなった場合、又は参加者を変更される場合は、 

開催日の3日前までに必ずご連絡願います。 

 
 
 
 お申込・お問い合わせ： 一般社団法人 交通工学研究会  http://www.jste.or.jp/ 

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3-23  Tel. 050-5507-7153 Fax: 03-6410-8718 



 
 

 
 

 
 
一般社団法人 交通工学研究会 

ラウンドアバウトマニュアル講習会 
 

 
 

申込書はファックス又はメールにてお手続き願います。お申込書受領後、当会より受講票及び請求書を
お送りいたします。 

お申込後、本人が止むお得ない理由により参加できなくなった場合、又は参加者を変更される場合は開
催日の3日前までに必ずご連絡願います。 

 
 

ラウンドアバウトマニュアル講習会  参加申込書                  ■ FAX: 03-6410-8718 

勤務先住所  〒  

勤務先名称 

とりまとめご担当者℡   FAX   

とりまとめご担当者 氏名 （参加者ご自身の場合は下記氏名欄に●印を追加願います） 

 

 

請求書発行に関するご要望 

参加者氏名 所属部課名 参加地域 会員区分 ﾃｷｽﾄ 

氏名      
名古屋 
福島 

特別会員・正会員 

学生会員・一般 

購入 

する・しない

氏名      
名古屋 
福島 

特別会員・正会員 

学生会員・一般 

購入 

する・しない

氏名      
名古屋 
福島 

特別会員・正会員 

学生会員・一般 

購入 

する・しない

氏名      
名古屋 
福島 

特別会員・正会員 

学生会員・一般 

購入 

する・しない

氏名      
名古屋 
福島 

特別会員・正会員 

学生会員・一般 

購入 

する・しない

氏名      
名古屋 
福島 

特別会員・正会員 

学生会員・一般 

購入 

する・しない

 
 

メールでお申し込みされる場合 
 
送信先アドレス：eventrab@jste.or.jp 
Subject：『ラウンドアバウトマニュアル講習会 参加申込』とお願いします。 
送信内容：1.参加者それぞれの情報 

参加者氏名、 ご所属・住所、 ℡、会員区分、参加地域、 テキスト購入「する・しない」 
 

2.複数のお申込みの場合、書類のお取りまとめ者 
氏名、所属・住所、℡ 

 
 

お申し込み後の参加者氏名の変更 
 
連絡先：eventrab@jste.or.jp 又は  FAX 03-6410-8718 
Subject：『ラウンドアバウトマニュアル講習会 参加者氏名変更』とお願いします。 
送信内容：1. 請求番号  5*0*- * * *     

 2. 参加地域 
 3. 変更内容  変更前 ・ 変更後  
 4. この件についてのご担当者の連絡先 

 

 
 
 
 
  

お申込・お問い合わせ：  一般社団法人 交通工学研究会  Tel. 050-5507-7153



交通工学研究会：発行 丸善出版：発売 平成 28 年 4 月発行 A4 版 約 150 頁 

本体価格 4,200 円+税 会員価格 3,780 円+税 ISBN978-4-905990-85-7 C3051 
 

ラウンドアバウトは、平面交差の形式として数多くの安全上・円滑上の利点を
有することから、欧米先進諸国において早くから普及が進み、その効果を発揮し
てきました。わが国においても、近年の調査研究や社会実験等を経て、ラウンド
アバウト導入の効果が認められつつあり、道路交通法の平成 25 年 6 月の改正に
おいては、環状交差点が法令により規定されることとなりました。本書は、わが
国においてラウンドアバウトを導入する際に必要となる、計画と設計、および交
通運用にかかわる基本的事項と方法論を、技術指針として取りまとめたものです。 

ラウンドアバウトは、適切な箇所への設置はもちろんのこと、交通制御を信号機に頼らないため、特に
設計の成否が安全性や円滑性といった基本性能を大きく左右することになります。このため、構成要素の
設計諸元値をただ単に組み合わせて設計するだけでは甚だ不十分であり、対象とする交差点の状況に応じ
て設計案の安全性と円滑性に関する性能を十分に照査し、試行を重ねつつ最適なものとなるよう設計する
ことが極めて重要なプロセスとなります。本書では、ラウンドアバウトの適用条件や各種安全対策の検討
と並び重要な、このような設計の考え方について、十分な紙幅を取って解説するよう心掛けています。 

本書は、ラウンドアバウトの特徴や機能、適用条件などの基本事項を知りたい方から、設計
に携わる技術者や運用を検討する実務者の方まで、それぞれに必要な情報が網羅されています。
わが国におけるラウンドアバウトの適切な設置を進めるに際して、本書を必須のマニュアルと
して是非ともご活用ください。 
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